
線路

車両 線路 施設

都市鉄道の整備事業で
は、日本製の車両が採用
された「パープルライン」
の整備が進んでいる

線路

「メクネス～フェズ間
 鉄道複線化事業」

車両 線路 施設
「鉄道輸送力整備事業」

1890年に設立されたタイ国有鉄道は、レールの老朽化や破損によって列車の運行に支障を
きたしていた。そこで、軌道の改良や新規建設を支援すると、北線のレール破損件数は、年間
　　　件（1998年）から、　　件（2004年）に減少した。この他、都市鉄道の整備事業も含め
ると、これまで支援した区間の総距離は約　　 キロで、国内の全路線の約　　%に及ぶ。

「国鉄軌道改良事業」

「鉄道輸送近代化事業」

大カイロ都市圏で深刻化する交通渋滞を緩和し、観光
振興を図るため、カイロ中心部からピラミッド地区までを
結ぶ約　　　キロの地下鉄の整備に協力。始点から終
点までの所要時間は約　　分を目標に掲げ、土木工事
や車両の整備、　　カ所の駅の建設を進めている。駅は
安全かつ経済的な構造となるように、日本の防災基準に
基づいて設計されている。

「カイロ地下鉄4号線
  第一期整備事業」

複線化された線路

施設

18.8

16
30

チリでは1960年代以降、鉄道の整備がほとんど行わ
れておらず、車両や施設の老朽化が問題となってい
た。そこで、特に老朽化が著しい首都圏通勤線を中心
に、約　　　    キロの軌道修復や、　　  カ所の橋の
改修を支援するとともに、機関車や客車を修理した。
　　　件（1991年）あった国鉄全体の事故件数は、
事業終了後には　　　件（2000年）まで減少した。

「鉄道修復事業」

修復された軌道や架線

モロッコ最大の商業都市カサブランカからフェズまで
を結ぶ国有鉄道は、国の経済発展の軸となっている。
その輸送力の増強を目的として、単線のまま残されて
いたメクネス～フェズ間の　　キロの複線化を支援し
た。これにより、年間約　　 万人（1998年）だった旅
客輸送量は、複線化完了後、約 　　 万人（2010年）
に増加した。
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353
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トルクメニスタンでは、ディーゼル機関車の老朽化が著しい
ことに加え、大規模な修繕を国外に委託していたため、車両
の修理に時間を要していた。そこで、首都アシガバットの機関
車修理工場に新しい設備や機器を導入。エンジンや台車
の点検・修繕にかかる時間は、事業実施前の１両あたり　　
日間（1996年）から、　   　日間（2006年）に短縮された。

チリ

18.5

110
976

1,900 116

754
272

24
37
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整備された機関車修理工場

車両 線路 施設

貨物輸送の約７割を鉄道が占
めているモンゴル。その軌道や
車両、修理工場などの整備・更
新を支援したことで、2002年
のモンゴル鉄道の貨物輸送量
は約　　億トンキロと、1999
年からの３年間で約　倍に伸
びた。また、耐久性に優れた軌
道への交換や鉄道通信網の整
備によって、2002年の事故件
数は、1994年に比べて 　  %
減少した。

新しい設備が導入されたアシガバット機関車修理工場
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期
待
が
高
ま
る

日
本
の
幅
広
い
鉄
道
支
援

中
古
車
両
の
輸
出
が
示
す

鉄
道
員
の
プ
ラ
イ
ド

　
３
月
26
日
、
北
海
道
新
幹
線
が
開
通
す

る
。
日
本
の
鉄
道
技
術
の
代
名
詞
と
も
言

え
る
新
幹
線
は
、
昨
年
末
、
イ
ン
ド
で
採

用
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
ム
ン
バ
イ

〜
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
間
の
５
０
０
キ
ロ
と

い
う
距
離
は
、
東
京
か
ら
大
阪
ま
で
と
ほ

ぼ
等
し
い
。
日
本
の
約
９
倍
の
面
積
と
い

う
広
大
な
イ
ン
ド
の
大
都
市
間
を
、
日
本

の
技
術
が
つ
な
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
世
界
各
国
は
、
日
本
の
鉄
道
技
術
に
注

目
し
て
い
る
。
中
で
も
開
発
途
上
国
が
期

待
し
て
い
る
の
は
、
日
本
が
持
つ
鉄
道
整

備
と
地
域
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
。「
し
か
し
、

た
だ
鉄
道
を
敷
け
ば
沿
線
が
繁
栄
す
る
、

と
考
え
る
の
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
日

本
の
新
幹
線
も
都
市
鉄
道
整
備
も
、
関
連

法
制
の
整
備
や
沿
線
開
発
計
画
を
含
め
た

包
括
的
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

成
功
し
た
の
で
す
」
と
、
政
策
研
究
大
学

院
大
学
の
森
地
茂
教
授
は
指
摘
す
る
。
世

界
中
で
都
市
化
が
進
む
中
、
大
都
市
圏
を

網
羅
す
る
都
市
鉄
道
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
都
市
計
画
、
そ
し
て
高
度
経
済
成
長
と

い
う
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
て
実

現
し
た
日
本
の
経
験
を
ど
う
生
か
す
か
が
、

日
本
か
ら
の
鉄
道
技
術
の
国
際
的
な
発
信

に
は
重
要
だ
。

　
森
地
教
授
は
「
日
本
の
協
力
も
、
か
つ

て
は
施
設
や
機
材
の
整
備
が
中
心
で
し
た
。

今
は
運
行
や
営
業
の
仕
組
み
づ
く
り
か
ら

特 集

鉄道物語

車
両
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線
路
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施
設
！ 

世
界
の
鉄
道
を
支
え
る

ニ
ッ
ポ
ン
の
技
術
！
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日
本
の
鉄
道
会
社
は
各
国
か
ら
研
修
員

を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
自
ら
学
び
、
自
国
で
教

え
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
薄
い
研
修
員

も
見
受
け
ら
れ
る
と
、
森
地
教
授
は
指
摘

す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
協
力
で
鉄

道
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
鉄
道
員

の
誇
り
と
い
う
文
化
も
共
に
育
成
す
る
こ

と
が
、
安
全
性
普
及
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
国
内
で
は
、
大
規
模
な
鉄
道
整
備

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
お
む
ね
完
了
し
、

こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
力
を

ど
う
維
持
・
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
鉄
道
員
が
海
外
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
こ
と
は
、
日

本
国
内
で
の
技
術
力
の
維
持
と
同
時
に
、

日
本
の
「
安
全
、
安
心
、
定
時
」
と
い
う

鉄
道
文
化
を
世
界
に
普
及
す
る
こ
と
に
も

寄
与
す
る
。
日
本
の
鉄
道
文
化
の
強
み
を

世
界
に
発
信
し
、
途
上
国
の
需
要
に
応
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

戦時中にタイ・カンチャナブリに持ち込まれた日本製蒸気機関車C56。
今も年に一度のお祭りでは、日の丸を掲げて走行する  ©白川 淳

速くて、時間に正確で、安全な交通機関。
日本全国で人々の足となっている鉄道は、世界でもその技術力の高さで評価されている。
日本の鉄道を支える“鉄道員”、現場技術者の心は、世界に伝わるだろうか。

★日本がこれまでに鉄道分野を支援した国 …

※2016年１月末現在（実施中の案件含む）

カ国

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
ま
で
、
ソ
フ
ト
面
の

協
力
が
広
が
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

協
力
対
象
も
、
新
幹
線
な
ど
の
高
速
鉄
道

の
ほ
か
、
地
下
鉄
な
ど
の
都
市
鉄
道
や
都

市
間
交
通
、
車
両
そ
の
も
の
の
提
供
な
ど
、

多
様
化
し
て
き
て
い
る
。

　
近
年
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
は
、
日

本
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
車
両
を
海
外
に

輸
出
す
る
ケ
ー
ス
だ
。
古
い
車
両
を
海
外

に
輸
出
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
い
く
つ

か
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
古
い
列
車
の
ほ

う
が
電
子
化
な
ど
の
最
新
技
術
が
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
海
外
で
も
整
備
が
容
易
だ

か
ら
だ
。
も
う
一
つ
、
重
要
な
点
と
し
て
、

年
数
の
た
っ
た
車
体
で
も
き
ち
ん
と
維
持

管
理
が
で
き
る
日
本
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

術
の
高
さ
が
あ
る
。

　
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
森
地
教
授
は
こ

う
説
明
し
て
く
れ
た
。「
日
本
で
は
、
鉄
道

会
社
に
入
社
す
る
と
、
ど
ん
な
エ
リ
ー
ト

で
も
一
度
は
現
場
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
だ
け
運
行
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

の
現
場
業
務
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
高
く
、
技

術
者
も
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
。
し
か
し
、
多
く
の
国
で
は
、

技
術
者
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
し
て
現
場

に
密
着
し
た
経
験
が
な
い
た
め
、
中
身
が

伴
わ
ず
、
そ
れ
が
事
故
の
遠
因
と
な
る
の

で
す
」

編集協力：政策研究大学院大学　政策研究センター所長　森地 茂教授
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線路

車両 線路 施設

都市鉄道の整備事業で
は、日本製の車両が採用
された「パープルライン」
の整備が進んでいる

線路

「メクネス～フェズ間
 鉄道複線化事業」

車両 線路 施設
「鉄道輸送力整備事業」

1890年に設立されたタイ国有鉄道は、レールの老朽化や破損によって列車の運行に支障を
きたしていた。そこで、軌道の改良や新規建設を支援すると、北線のレール破損件数は、年間
　　　件（1998年）から、　　件（2004年）に減少した。この他、都市鉄道の整備事業も含め
ると、これまで支援した区間の総距離は約　　 キロで、国内の全路線の約　　%に及ぶ。

「国鉄軌道改良事業」

「鉄道輸送近代化事業」

大カイロ都市圏で深刻化する交通渋滞を緩和し、観光
振興を図るため、カイロ中心部からピラミッド地区までを
結ぶ約　　　キロの地下鉄の整備に協力。始点から終
点までの所要時間は約　　分を目標に掲げ、土木工事
や車両の整備、　　カ所の駅の建設を進めている。駅は
安全かつ経済的な構造となるように、日本の防災基準に
基づいて設計されている。

「カイロ地下鉄4号線
  第一期整備事業」

複線化された線路

施設

18.8

16
30

チリでは1960年代以降、鉄道の整備がほとんど行わ
れておらず、車両や施設の老朽化が問題となってい
た。そこで、特に老朽化が著しい首都圏通勤線を中心
に、約　　　    キロの軌道修復や、　　  カ所の橋の
改修を支援するとともに、機関車や客車を修理した。
　　　件（1991年）あった国鉄全体の事故件数は、
事業終了後には　　　件（2000年）まで減少した。

「鉄道修復事業」

修復された軌道や架線

モロッコ最大の商業都市カサブランカからフェズまで
を結ぶ国有鉄道は、国の経済発展の軸となっている。
その輸送力の増強を目的として、単線のまま残されて
いたメクネス～フェズ間の　　キロの複線化を支援し
た。これにより、年間約　　 万人（1998年）だった旅
客輸送量は、複線化完了後、約 　　 万人（2010年）
に増加した。
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トルクメニスタンでは、ディーゼル機関車の老朽化が著しい
ことに加え、大規模な修繕を国外に委託していたため、車両
の修理に時間を要していた。そこで、首都アシガバットの機関
車修理工場に新しい設備や機器を導入。エンジンや台車
の点検・修繕にかかる時間は、事業実施前の１両あたり　　
日間（1996年）から、　   　日間（2006年）に短縮された。
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272
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整備された機関車修理工場

車両 線路 施設

貨物輸送の約７割を鉄道が占
めているモンゴル。その軌道や
車両、修理工場などの整備・更
新を支援したことで、2002年
のモンゴル鉄道の貨物輸送量
は約　　億トンキロと、1999
年からの３年間で約　倍に伸
びた。また、耐久性に優れた軌
道への交換や鉄道通信網の整
備によって、2002年の事故件
数は、1994年に比べて 　  %
減少した。

新しい設備が導入されたアシガバット機関車修理工場
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入
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、
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で
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と
、
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と
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。

　
日
本
国
内
で
は
、
大
規
模
な
鉄
道
整
備

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
お
む
ね
完
了
し
、

こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
力
を

ど
う
維
持
・
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
鉄
道
員
が
海
外
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
こ
と
は
、
日

本
国
内
で
の
技
術
力
の
維
持
と
同
時
に
、

日
本
の
「
安
全
、
安
心
、
定
時
」
と
い
う

鉄
道
文
化
を
世
界
に
普
及
す
る
こ
と
に
も

寄
与
す
る
。
日
本
の
鉄
道
文
化
の
強
み
を

世
界
に
発
信
し
、
途
上
国
の
需
要
に
応
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

戦時中にタイ・カンチャナブリに持ち込まれた日本製蒸気機関車C56。
今も年に一度のお祭りでは、日の丸を掲げて走行する  ©白川 淳

速くて、時間に正確で、安全な交通機関。
日本全国で人々の足となっている鉄道は、世界でもその技術力の高さで評価されている。
日本の鉄道を支える“鉄道員”、現場技術者の心は、世界に伝わるだろうか。

★日本がこれまでに鉄道分野を支援した国 …

※2016年１月末現在（実施中の案件含む）

カ国

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
ま
で
、
ソ
フ
ト
面
の

協
力
が
広
が
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

協
力
対
象
も
、
新
幹
線
な
ど
の
高
速
鉄
道

の
ほ
か
、
地
下
鉄
な
ど
の
都
市
鉄
道
や
都

市
間
交
通
、
車
両
そ
の
も
の
の
提
供
な
ど
、

多
様
化
し
て
き
て
い
る
。

　
近
年
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の
は
、
日

本
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
車
両
を
海
外
に

輸
出
す
る
ケ
ー
ス
だ
。
古
い
車
両
を
海
外

に
輸
出
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
い
く
つ

か
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
古
い
列
車
の
ほ

う
が
電
子
化
な
ど
の
最
新
技
術
が
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
海
外
で
も
整
備
が
容
易
だ

か
ら
だ
。
も
う
一
つ
、
重
要
な
点
と
し
て
、

年
数
の
た
っ
た
車
体
で
も
き
ち
ん
と
維
持

管
理
が
で
き
る
日
本
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

術
の
高
さ
が
あ
る
。

　
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
森
地
教
授
は
こ

う
説
明
し
て
く
れ
た
。「
日
本
で
は
、
鉄
道

会
社
に
入
社
す
る
と
、
ど
ん
な
エ
リ
ー
ト

で
も
一
度
は
現
場
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
だ
け
運
行
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

の
現
場
業
務
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
高
く
、
技

術
者
も
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い

る
の
で
す
。
し
か
し
、
多
く
の
国
で
は
、

技
術
者
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
し
て
現
場

に
密
着
し
た
経
験
が
な
い
た
め
、
中
身
が

伴
わ
ず
、
そ
れ
が
事
故
の
遠
因
と
な
る
の

で
す
」

編集協力：政策研究大学院大学　政策研究センター所長　森地 茂教授
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